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- 医薬品の適正使用に欠かせない情報です。必ずお読み下さい。 - 

注意事項等情報改訂のお知らせ 
 

 

 

 

 

 

 

2023 年 10 月 

製造販売元 田辺三菱製薬株式会社 
 

このたび、標記製品につきまして、注意事項等情報を改訂しましたのでお知らせいたします。 

今後のご使用に際しましては、下記内容をご参照下さいますようお願いいたします。 

 

■改訂概要 

改訂項目 改訂内容 改訂理由 

禁忌 「12 時間以内にアデノシン（アデノスキャン）を使用する患者」を追記 左記薬剤の注意事項等情報と

の整合を図るため。 併用禁忌 項を新設し、「アデノシン（アデノスキャン）」を記載 

 

■改訂内容 

改訂後（下線   部：追記箇所） 改訂前 

 

2. 禁忌（次の患者には投与しないこと） 

2.1 本剤又は他のキサンチン系薬剤に対し重篤な副作

用の既往歴のある患者 

2.2 12時間以内にアデノシン（アデノスキャン）を使用す

る患者[10.1参照] 

 

10．相互作用 

10.1 併用禁忌（併用しないこと） 

薬剤名等 
臨床症状・ 
措置方法 

機序・危険因子 

アデノシン 
（アデノスキャ
ン） 
［2.2 参照］ 

本剤によりアデノ
シ ン によ る 冠 血
流速度の増加及
び冠血管抵抗の
減 少 を 抑 制 し 、
虚血診断に影響
を及ぼすことがあ
る。アデノシン（ア
デノスキャン）を
投与する場合は
12 時間以上の間
隔をあけること。 

本剤はアデノシン
受容体に拮抗す
るため、アデノシ
ンの作用を減弱さ
せる。 

 

 

2. 禁忌（次の患者には投与しないこと） 

2.1 本剤又は他のキサンチン系薬剤に対し重篤な副作

用の既往歴のある患者 

 

 

 

10．相互作用 

記載なし 

 

 

 

キサンチン系気管支拡張剤 

テオドール顆粒 20% 

テオドール錠 50mg 
テオフィリン徐放性製剤 

キサンチン系気管支拡張剤 

テオドール錠 100mg 

テオドール錠 200mg 
テオフィリン徐放性製剤 
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■改訂理由 

＜薬生安通知によらない改訂＞ 

アデノスキャンの「禁忌」及び「併用禁忌」の項にテオフィリンが記載されています。電子化された添付

文書の整合性を図るため、本剤の「禁忌」及び「併用禁忌」の項にアデノスキャンを追記しました。 

 

 

 注意事項等情報改訂の内容は、医薬品安全対策情報（DSU）No.321（2023 年 11 月発行）に掲載される予定です。 

 電子化された添付文書は、下記ウェブサイトにて閲覧できますので併せてご参照ください。 

 田辺三菱製薬株式会社  https://medical.mt-pharma.co.jp/ 
 PMDA  https://www.pmda.go.jp/safety/info-services/drugs/0001.html 

 「添文ナビ」※で医薬品の外箱等に記載された GS１バーコードを読み取ると 
PMDA ウェブサイト上の最新の電子化された添付文書を閲覧できます。 

※ 使い方は、こちらをご参照ください。 

 https://www.dsri.jp/standard/healthcare/tenbunnavi/pdf/tenbunnavi_HowToUse.pdf 

 GS1 バーコード 

テオドール顆粒 20%・錠 50mg         テオドール錠 100mg・200mg 
 

 

【 お問い合わせ先 】 田辺三菱製薬株式会社 くすり相談センター [専用ダイヤル 0120-753–280 （弊社営業日の 9：00～17：30）] 
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※ダウンロードはこちらから 
iOS 版 Android 版 


